
第５・６学年 算数科学習指導案 

延岡市立方財小学校 

指導者  谷口 晋 

１ 単元名 

５  年 ６  年 

平均とその利用 図形の拡大と縮小 

 

２ 教材観、児童観及び指導観 

５  年 ６  年 

〔教材観〕 

本単元は、内容Ｄ「データの活用」（２）に

示された指導事項のために設定された単元であ

る。児童はこれまでに、第３学年の「わり算」

で、等分するという意味に関連して学習してい

る。また、第４学年では、概数の学習で数量を

大局的にとらえてきている。本単元では、これ

らの学習を基礎にして、平均の意味、平均の計

算の仕方、測定値を平均する考えを取り上げ、

理科などの他教科や生活に活用できるように指

導する。 

〔教材観〕 

本単元は、内容Ｂ「図形」（１）に示された

指導事項で構成された単元である。児童はこれ

までに、第５学年の「合同な図形」で合同な三

角形や四角形の作図の仕方に関する学習をして

いる。また、第６学年での「比とその利用」で

は、比の意味について理解し、比の考えを用い

て問題を解決してきた。本単元では、これまで

の学習を受けて大きさを問題にしないで形が同

じであるかどうかに目をつけて図形をとらえて

いく学習をする。 

〔児童観〕 

５年生の児童５名は、お互いに意見を出し合

いながら課題解決していくことができる。その

反面、速く解こうとしてケアレスミスをする児

童が多い。算数の複式指導に関しては、４年生

の時に１か月、５年生では４月から経験してい

る。 

〔児童観〕 

６年生の児童４名は、学習したことを生かし

て、意欲的に適用問題に取り組むことができ

る。一方で、作図に関して作業が雑になりがち

な児童が２名いる。算数の複式指導に関して

は、５年生の時に１か月、６年生では４月から

経験している。 

〔指導観〕 

図形の高さを求める活動では、タブレットを

活用し、考え方を直接書き込んで取り組ませた

い。また、普段、ケアレスミスが多いので、本

時の終盤の計算では、見直しをしっかりと行う

ように声掛けを行っていきたい。 

〔指導観〕 

初めの問題文と図を提示する際、１つの点が

重なっていることを明確にし、題意をつかませ

たい。作図においては、丁寧に自力で作業をさ

せたいので、初めはプリントに鉛筆やペンで描

かせ、最後にカメラ機能を使ってロイロノート

に取り込むようにさせたい。 

 

３ 単元の指導計画 

５年（全６時間） ６年（全１０時間） 
時

間 
学習内容及び学習活動 学習内容及び学習活動 

時

間 

１ 
・ジュース作りを通しての学習の動機づけ 

・測定値の平均の意味とその求め方 

・図形の拡大、縮小の意味 
１ 

２ 
・測定値に０がある場合の平均 

・平均が小数値になる場合 

・拡大図、縮図の意味とその性質 
２ 

３ 

本

時 

・部分の平均から全体を見積もる ・方眼紙を使った拡大図、縮図のかき方 

３ 

４ 
・身のまわりの平均 

・部分の平均から全体の平均を求める 

・三角形の拡大図、縮図の作図 
４ 

５ ・一歩の歩幅の平均を求める ・四角形の拡大図、縮図の作図 ５ 

６ 

・基本のたしかめ、ふりかえり ・１つの点を中心にした拡大図、縮図のか

き方 

６ 

本

時 

  ・基本図形における拡大、縮小関係の考察 ７ 

  ・練習 ８ 

  ・縮図を利用した測定 ９ 
  ・基本のたしかめ、ふりかえり 10 



４ 本時の目標 

５  年 ６  年 

○ いくつかの平均から全体を見積もる方法を理

解することができる。      【知・技】 

○ １つの点を中心にして、拡大図、縮図をかく

ことができる。         【知・技】 

 

 

５ 学習指導過程 
５  年 

形態 

６  年 

指導上の留意点及び評価 

☆評価の観点【評価方法】 
学習活動 学習活動 

指導上の留意点及び評価 

☆評価の観点【評価方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 正確な重さを求める問

題ではなく、およその重

さを見積もる問題である

ことをおさえさせる。 

１ 本時学習について話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

２ 見通す。 

 ・ トマト４個の重さから

１個平均何グラムかを求

めることはできる。 

直

接 

間

接 

１ キュビナを活用し、図

形の練習問題を解き、復

習する。 

○ 間接指導の間、前時ま

でに学習した図形の練習

問題に取り組ませる。

（キュビナ） 

○ 考え方を直接タブレッ

トに書かせる。 

 

○ 平均を求めた上で、全

体の量を求めることがで

きているかを提出された

画面から確認する。 

３ 自力解決をする。 

 ・ 平均を利用して全体の

重さを求める方法を説明

する。 

 
間

接 

直

接 

２ 本時学習について話し

合う。 

 

 ４ まとめる。 

直

接 

間

接 

３ 拡大図について考え

る。 

 

 

４ 縮図について考える。 

○ プリントに作図したも

のをカメラ機能でロイロ

ノートに取り込ませる。 

 

○ 習熟の時間とする。 

○ 画面上に提出させる。 

５ 練習問題を解く。 

 ・５個の平均を求める。 

 ・「平均」×全体の個数で

ある「３０」で求める。 間

接 

直

接 

５ まとめる 

 

 

 

 

○ 習熟の時間とする。 ６ 副教材の問題を解く。計

算スキル（P１１） 

直

接 

直

接 

６ 練習問題を解く。 

 ・四角形の拡大図 

 ・三角形の拡大図・縮図 

７ 早く終わったら、副教

材の問題を解く。計算ス

キル（P５） 

○ 習熟の時間とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 

いくつかの平均から、全体の量を見積もればよい。 

☆ 部分の平均を求め、それを使って全体の大きさを

見積もることができる。（ロイロノート） 

【まとめ】 

図形の１つの点を決め、その点からの距離をのばしたり

縮めたりすればよい。 

☆ １つの点を中心にして、拡大図、縮図をかくことが

できる。（プリント） 

【めあて】 

どうすれば、全部の量を量

らずに全体の量を見積もる

ことができるのだろう。 

【めあて】 

１つの頂点を同じにした

とき、どうすれば拡大図

や縮図がかけるのだろ

う。 



６ 板書計画（ロイロノートを中心に進める） 

【５年】 

 

 

 

 

 

 

 

【６年】 

 

 

 

→２倍の関係→ 

三角形ABC       三角形DBC 

    ←２分の１の関係← 

【めあて】 

１つの頂点を同じにしたと

き、どうすれば拡大図や縮

図がかけるのだろう。 
 

 

三角形ABC の２倍の拡大図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かき方 

・ 

・ 

★点 Bを中心にして、２倍に拡大する。 

三角形DBEの２分の１の縮図 
 

 
 

かき方 

・ 

・ 

★点 Bを中心にして、２分の１に縮小する。 

 
 

【まとめ】 

図形の１つの点を決め、その

点からの距離をのばしたり縮

めたりすればよい。 

・トマト４個の重さから、１個平

均何グラムかを求められる。 

 

○４個のトマト１個平均の重さ 

・（１６０＋１５８＋１５８＋１６４）÷４＝１６０ 

 

○トマト３０個の重さ 

・１６０×３０＝４８００  ４８００ｇ→４．８㎏ 

 

○練習問題 

 

○練習問題 

 

【めあて】 

どうすれば、全部の量を量らずに全体の

量を見積もることができるのだろう。 

【まとめ】 

いくつかの平均から、全体の

量を見積もればよい。 


